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当資料は、変額保険（終身型および有期型）、ユニット・リンク保険（有期型）における各特別勘定のユニット・

 

プライスの推移を示したものです。なお、当資料中の運用実績に関するグラフ及び数値は、あくまで過去の実

 

績であり、将来の成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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『ご留意いただきたい事項』

当資料の目的

当資料は、アクサ生命が「変額保険（終身型）｣（注）、｢変額保険（有期型）｣（注）、｢ユニット･リンク保険（有期型）｣（注）および｢積

 

立ユニット･リンク保険特約」の特別勘定について運用状況などを報告する資料です。特別勘定の主な投資対象である投資信託の

 

勧誘を目的としたものではありません。

生命保険です

「変額保険（終身型）｣（注）、｢変額保険（有期型）｣（注）、｢ユニット･リンク保険（有期型）｣（注）および｢積立ユニット･リンク保険特

 

約」は生命保険商品であり投資信託ではありません。また、ご契約者様が直接投資信託を保有しているわけではありません。

運用実績に応じて変動します

「変額保険（終身型）｣（注）、｢変額保険（有期型）｣（注）、｢ユニット･リンク保険（有期型）｣（注）および｢積立ユニット･リンク保険特

 

約」は、保険金額や積立金額等が特別勘定資産の運用実績に基づいて変動（増減）する生命保険で、保険期間中保険金額が一

 

定の生命保険である定額保険とは異なります。

元本割れリスク、最低保証について

「変額保険（終身型）｣（注）、｢変額保険（有期型）｣（注）、｢ユニット･リンク保険（有期型）｣（注）および｢積立ユニット･リンク保険特

 

約」は、特別勘定の運用実績に応じて、積立金、死亡・高度障害保険金、解約払戻金が変動（増減）する保険です。積立金、解約

 

払戻金、満期保険金には最低保証はありませんので、払い込まれた保険料総額を下回ることもあります。ただし、死亡・高度障害

 

保険金は基本保険金額と同額が保証されます。

特別勘定資産と投資信託の運用実績について

特別勘定資産の運用実績は、特別勘定が主な投資対象とする投資信託の運用実績とは異なり、一致するものではありません。

 

これは、特別勘定は投資信託のほかに保険契約の異動等に備えて一定の現預金等を保有していることや、積立金の計算にあた

 

り、投資信託の値動きには反映されていない保険にかかる費用を控除していることなどによるものです。

自己責任原則

特別勘定による資産運用は、経済情勢や運用のいかんによっては高い収益を期待できますが、一方で、株価の下落や金利や為

 

替の変動による運用リスクをご契約者様ご自身が負うことになります。

ユニットプライスとは

ユニットプライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための便宜上の参考値で、各特別勘定の運用開始時の値を「100」として

 

指数化したものです。

ご検討・ご契約に際して

「変額保険（終身型）｣（注）、｢変額保険（有期型）｣（注）、｢ユニット･リンク保険（有期型）｣（注）および｢積立ユニット･リンク保険特

 

約」の詳細については、当該商品のパンフレット、ご契約のしおり・約款、特別勘定のしおり等をご覧ください。なお、ご契約の保障

 

内容については、すべて保険証券に記載されているとおりになりますのでお確かめください。

将来の投資成果を保証するものではありません

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありませ

 

ん。

特別勘定は、追加されることがあります

特別勘定は、追加されることがあります。また、特別勘定の運用方針および運用対象は将来変更されることがあります。

ご契約にかかわる諸費用

この保険にかかる費用には、ご契約の締結・維持、死亡保障等にかかる費用および特別勘定の運用にかかる費用があります。

お払込保険料からこれらの費用を差し引き、残りを運用対象額として特別勘定に繰り入れます。したがって、お払込保険料の全

 

額が特別勘定で運用されるものではありません。

これらの費用は、性別・契約年齢・保険料払込期間・保険料払込方法等によって異なり、金額や割合を表示することができません

 

のでご了承ください。

これらの費用は、ご契約後、特別勘定資産からも定期的に控除されます。

（注）｢変額保険（終身型）｣、｢変額保険（有期型）｣および｢ユニット･リンク保険（有期型）｣は現在販売しておりません。
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１．特別勘定の運用概況

特別勘定の運用方針

日本株式型
主に日本企業の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ※１)を上回る投資成果を目指します。

主に米国企業の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

Ｓ＆Ｐ５００指数※２を上回る投資成果を目指します。

金融市場型
主に国内の公社債および短期金融商品に分散投資することによって、中長期的に安定した投資成果を目

 

指します。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合短期）※７を上回る投資成果を目指します。

主に日本の成長企業の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ)を上回る投資成果を目指します。

主に欧州企業の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

ＭＳＣＩヨーロッパ指数※３を上回る投資成果を目指します。

日本株式
積極運用型

欧州株式型

主に世界各国の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

ＭＳＣＩ

 

ＫＯＫＵＳＡＩインデックス※４を上回る投資成果を目指します。

世界株式型
（為替ヘッジなし）

主に世界各国の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジを行います。

ＭＳＣＩ

 

ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（円ヘッジ）を上回る投資成果を目指します。

世界株式型
（為替ヘッジあり）

主に内外の公社債に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

基本資産配分は国内公社債５０％、海外公社債５０％とします。

海外公社債の投資部分に対し、原則として、為替ヘッジは行いません。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合）※５

 

５０％、シティグループ世界国債インデックス（除く日本）※６

 

５０％で加重平均

 

した複合指数を上回る投資成果を目指します。

世界債券型

主に世界各国の株式および公社債に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。

基本資産配分は国内外株式５０％、国内外公社債５０％とします。

基本的に為替ヘッジは行いません。ただし、市況動向等を勘案して、為替ヘッジを行うことがあります。

ＭＳＣＩ

 

ＷＯＲＬＤインデックス※８

 

５０％、シティグループ世界国債インデックス※９

 

５０％で加重平均した複

 

合指数を上回る投資成果を目指します。

グローバル・
バランス型

※1）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部の時価総額の動きをあらわす指数で、東京証券取引所が算出、公表を行っています。
※2）Ｓ＆Ｐ５００指数とは、スタンダード・アンド・プアーズ社が提供する米国株式市場の主要な５００銘柄を対象に時価総額加重方式で計算した株価指

 

数です。
※3）ＭＳＣＩヨーロッパ指数とは、MSCIインクが提供する欧州株式を包括的に表した指数です。
※4）ＭＳＣＩ

 

ＫＯＫＵＳＡＩインデックスとは、

 

MSCIインクが提供する指数で、日本を除く主要各国の株式を包括的に表した指数です。
※5）NOMURA-BPI総合(NOMURA-ボンド･パフォーマンス･インデックス総合)は野村證券株式会社が公表する、わが国の公募利付債市場全体の動き

 

を表す債券の投資収益指数です。
※6）シティグループ世界国債インデックス（除く日本）とはシティグループ・グローバル・マーケッツが算出・公表している指数で、日本を除いた世界主要

 

国の国債の総合利回りを各市場の時価総額で加重平均した指数です。
※7）NOMURA-BPI総合短期は、残存期間1年～3年の短期の公募利付債市場全体の動きを表す債券の投資収益指数です。
※8）ＭＳＣＩ

 

ＷＯＲＬＤインデックスとは、

 

MSCIインクが提供する指数で、日本を含む主要各国の株式を包括的に表した指数です。
※9）シティグループ世界国債インデックスとはシティグループ・グローバル・マーケッツが算出・公表している指数で、日本を含む世界主要国の国債の総

 

合利回りを各市場の時価総額で加重平均した指数です。

米国株式型
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1986年12月1日に運用を開始した各特別勘定のユニット・プライス推移
（日本株式型/米国株式型/金融市場型）

特別勘定のユニット・プライス騰落率一覧（2013年3月末現在）

特別勘定のユニット・プライス推移（2013年3月末現在）

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

米国株式型

金融市場型

日本株式型

100

（2013年3月末）
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1999年4月1日に運用を開始した各特別勘定のユニット・プライス推移（欧州株式型/世界債券型）

2001年5月1日に運用を開始した各特別勘定のユニット・プライス推移
（日本株式積極運用型/世界株式型(為替ヘッジなし)/世界株式型(為替ヘッジあり)/グローバル・バランス型）

100

100
欧州株式型

世界債券型

グローバル・バランス型

世界株式型
（為替ヘッジなし）

日本株式積極運用型

世界株式型
（為替ヘッジあり）

（2013年3月末）

（2013年3月末）
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２．各特別勘定の運用状況

日本株式型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

主に日本企業の株式に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ)を上回る投資成果を目
指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投資
信託を組み合わせた運用を行います。なお、運
用成果の向上を図るため、特別勘定で投資す
る投資信託については、継続的にモニタリング
を行い、適宜見直しを行っていきます。

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：1986年12月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況
ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

ラッセル日本株式ファンド

 

Ｉ－3 (54.9%）：ｐ15上段

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンド

 

（22.1%）：ｐ16上段

日本株バリューマルチマネージャーファンド

 

(19.8%）

 

：ｐ15下段

現預金・その他

 

（3.2%）

（注）「ｐ15上段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の国内株式市場は、TOPIX（配当込

 

み）で6.99％上昇しました。月前半は、政府の

 

TPP（環太平洋経済連携協定）交渉参加表明

 

や一部企業の賃上げ、日銀正副総裁人事案

 

が国会で同意を得たことなどから、上昇しまし

 

た。月後半は、米国の堅調な経済指標や国内

 

の金融緩和などによる国内景気回復への期待

 

感などは上昇要因でしたが、キプロス救済を

 

巡るユーロ圏の混乱などが下落要因となり、

 

ほぼ横ばいで推移しました。このような市場環

 

境の中、当特別勘定は6.63%上昇しました。

現在、「ラッセル日本株式ファンドＩ-3」、「日本

 

株バリューマルチマネージャーファンド」および

 

「アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンド」へ

 

投資を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はあり

 

ませんでした。

4月についても、これらのファンドへの投資を継

 

続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入

 

れ替えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

日本株式積極運用型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2001年5月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況 ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

ピクテ・ニッポン・プレミア・グロース・ファンド

 

(19.8%）：ｐ17上段

現預金・その他

 

（3.2%）

フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3 (77.0%）：ｐ16下段

主に日本の成長企業の株式に分散投資する
ことによって、中長期的な成長を目指します。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ)を上回る投資成果を
目指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

（注）「ｐ16下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の国内株式市場は、TOPIX（配当込

 

み）で6.99％上昇しました。月前半は、政府の

 

TPP（環太平洋経済連携協定）交渉参加表明

 

や一部企業の賃上げ、日銀正副総裁人事案

 

が国会で同意を得たことなどから、上昇しまし

 

た。月後半は、米国の堅調な経済指標や国内

 

の金融緩和などによる国内景気回復への期待

 

感などは上昇要因でしたが、キプロス救済を巡

 

るユーロ圏の混乱などが下落要因となり、ほぼ

 

横ばいで推移しました。このような市場環境の

 

中 、 当 特 別 勘 定 は 7 . 6 1 % 上 昇 し ま し た 。

現在、「フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3」

 

および「ピクテ・ニッポン・プレミア・グロース・フ

 

ァンド」へ投資を行っています。

3月は資金移動に合わせて「フィデリティ・日本

 

成長株・ファンドVA3」の購入を行いました。

4月についても、これらのファンドへの投資を継

 

続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入

 

れ替えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

米国株式型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：1986年12月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況 ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

米国株式インデックスファンドVA (36.8%）：ｐ18上段

現預金・その他

 

（3.1%）

RIC US Equity Fund (60.1%）：ｐ17下段

主に米国企業の株式に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

Ｓ＆Ｐ５００指数を上回る投資成果を目指しま
す。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

（注）「ｐ17下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の米国株式市場はMSCI US（現地通

 

貨ベース）で3.76％上昇しました。米国株式市場

 

は、月前半は、2月のISM（全米供給管理協会）

 

製造業景況指数や雇用統計など経済指標が好

 

調だったことなどを受けて上昇しました。月後半

 

は、財政危機に陥ったキプロスの救済計画に対

 

する懸念が高まったことなどから下落する局面

 

もありましたが、2月の耐久財受注など経済指標

 

が好調だったことなどから、揉み合いながらも上

 

昇基調で推移しました。このような市場環境の

 

中 、 当 特 別 勘 定 は 4 . 9 4 ％ 上 昇 し ま し た 。

現在、「RIC US Equity Fund」および「米国株式イ

 

ンデックスファンドVA」へ投資を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はありま

 

せんでした。

4月についても、これらのファンドへの投資を継

 

続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ

 

替えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

欧州株式型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：1999年4月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況 ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

フィデリティ・欧州株・ファンド

 

(38.2%）：ｐ19上段

現預金・その他

 

（3.2%）

RIC II Pan European Equity Fund (58.6%）：ｐ18下段

主に欧州企業の株式に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

ＭＳＣＩヨーロッパ指数を上回る投資成果を目
指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

（注）「ｐ18下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の欧州株式市場はMSCI Europe（現地

 

通貨ベース）で0.94％上昇しました。欧州株式市

 

場は、月前半は、米国の景況感の改善などから

 

上昇しました。月後半は、キプロス救済策を巡る

 

ユーロ圏の混乱やイタリア政権樹立が難航したこ

 

となどから下落基調で推移しました。このような市

 

場環境の中、当特別勘定は1.29％上昇しました。

現在、「RIC II Pan European Equity Fund」および

 

「フィデリティ・欧州株・ファンド」へ投資を行ってい

 

ます。

3月は資金移動に合わせて「フィデリティ・欧州株・

 

ファンド」の一部売却を行いました。

4月についても、これらのファンドへの投資を継続

 

する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ替

 

えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

世界株式型（為替ヘッジなし）特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2001年5月1日）

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

［組入れ投資信託（投資比率）］

年金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジなし）

 

(19.3%）

 

：ｐ20上段

現預金・その他

 

（3.4%）

ラッセル外国株式ファンドI-4B (77.3%）：ｐ19下段

主に世界各国の株式に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジは行いません。

ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックスを上回る投資
成果を目指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

運用方針

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

運用状況 ポートフォリオの状況

（注）「ｐ19下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の世界株式市場はMSCI KOKUSAI（現

 

地通貨ベース）で2.34％上昇しました。米国株式

 

市場は、月前半は、2月のISM（全米供給管理協

 

会）製造業景況指数や雇用統計など経済指標が

 

好調だったことなどを受けて上昇しました。月後半

 

は、財政危機に陥ったキプロスの救済計画に対

 

する懸念が高まったことなどから下落する局面も

 

ありましたが、2月の耐久財受注など経済指標が

 

好調だったことなどから、揉み合いながらも上昇

 

基調で推移しました。欧州株式市場は、月前半

 

は、米国の景況感の改善などから上昇しました。

 

月後半は、キプロス救済策を巡るユーロ圏の混

 

乱やイタリア政権樹立が難航したことなどから下

 

落基調で推移しました。このような市場環境の

 

中 、 当 特 別 勘 定 は 3 . 9 6 % 上 昇 し ま し た 。

現在、「ラッセル外国株式ファンドI-4B」および「年

 

金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジな

 

し）」へ投資を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はありま

 

せんでした。

4月についても、これらのファンドへの投資を継続

 

する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ替

 

えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

世界株式型（為替ヘッジあり）特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

［組入れ投資信託（投資比率）］

年金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジあり）

 

(19.6%）

 

：ｐ21上段

現預金・その他

 

（3.5%）

ラッセル外国株式ファンドI-4A (77.0%）

 

：ｐ20下段

主に世界各国の株式に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

原則として、為替ヘッジを行います。

ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（円ヘッジ）を
上回る投資成果を目指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

運用方針

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

運用状況 ポートフォリオの状況

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2001年5月1日）

（注）「ｐ20下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の世界株式市場はMSCI KOKUSAI

 

（現地通貨ベース）で2.34％上昇しました。米国株

 

式市場は、月前半は、2月のISM（全米供給管理

 

協会）製造業景況指数や雇用統計など経済指標

 

が好調だったことなどを受けて上昇しました。月

 

後半は、財政危機に陥ったキプロスの救済計画

 

に対する懸念が高まったことなどから下落する局

 

面もありましたが、2月の耐久財受注など経済指

 

標が好調だったことなどから、揉み合いながらも

 

上昇基調で推移しました。欧州株式市場は、月

 

前半は、米国の景況感の改善などから上昇しま

 

した。月後半は、キプロス救済策を巡るユーロ圏

 

の混乱やイタリア政権樹立が難航したことなどか

 

ら下落基調で推移しました。このような市場環境

 

の 中 、 当 特 別 勘 定 は 2 . 5 9 % 上 昇 し ま し た 。

現在、「ラッセル外国株式ファンドI-4A」および「年

 

金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジあり）

 

」へ投資を行っています。

3月は資金移動に合わせて「ラッセル外国株式

 

ファンドI-4A」の一部売却を行いました。

4月についても、これらのファンドへの投資を継続

 

する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ替

 

えについては適宜検討します。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

世界債券型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

ユニット・プライスの推移（運用開始日：1999年4月1日）

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

RIC Global Bond Fund (37.3%）

 

：ｐ22下段

主に国内外の公社債に分散投資することに
よって、中長期的な成長を目指します。

基本資産配分は国内公社債50％、海外公社
債50％とします。

海外公社債の投資部分に対し、原則として、
為替ヘッジは行いません。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合）50％、シティグルー
プ世界国債インデックス（除く日本）50％で加
重平均した複合指数を上回る投資成果を目
指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

［組入れ投資信託（投資比率）］

グローバル・ボンド・ファンドVA （20.3%）：ｐ23上段

現預金・その他

 

（3.3%）

ラッセル日本債券ファンドI-1 (39.2%）

 

：ｐ23下段

［基本配分］

海外公社債

５０％

国内公社債

５０％

運用方針

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

運用状況 ポートフォリオの状況

（注）「ｐ22下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月の世界債券市場はCitigroup WGBI

 

（現地通貨ベース）で0.74％上昇しました。米国

 

債券市場は、月前半は、2月のISM（全米供給

 

管理協会）製造業景況指数や雇用統計など経

 

済指標が好調だったことなどを受けて金利は上

 

昇（価格は下落）しました。月後半は、財政危機

 

に陥ったキプロスの救済計画に対する懸念が

 

高まったことやイタリア政局の先行き警戒感な

 

どから金利は低下（価格は上昇）しました。欧州

 

債券市場は、月前半は、ECB（欧州中央銀行）

 

による金融緩和への期待の後退や米国の雇用

 

統計が好調だったことなどから金利は上昇しま

 

した。月後半は、キプロス救済策を巡るユーロ

 

圏の混乱やイタリア政権樹立が難航したことな

 

どから金利は低下しました。このような市場環

 

境の中、当特別勘定は1.01％上昇しました。

現在、「RIC Global Bond Fund」、「ラッセル日本

 

債券ファンドI-1」および「グローバル・ボンド・

 

ファンドVA」へ投資を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はあり

 

ませんでした。

4月についても、これらのファンドへの投資を継

 

続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入

 

れ替えについては適宜検討します。
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金融市場型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

主に国内の公社債および短期金融商品に分
散投資することによって、中長期的に安定した
投資成果を目指します。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合短期）を上回る投資
成果を目指します。

運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：1986年12月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況 ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

現預金・その他

 

（8.2%）

フィデリティ・マネー・プールVA （91.8%）

 

：ｐ24上段

（注）「ｐ24上段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）
100

2013年3月の国内債券市場はNOMURA-BPI

 

（総合）で1.08％上昇しました。日本債券市場

 

は、月前半は、黒田日銀総裁候補の衆議院で

 

の所信表明などを受け、金利は低下（価格は上

 

昇）しましたが、10年債の入札が低調だったこと

 

などから金利は上昇（価格は下落）しました。月

 

後半は、キプロス救済を巡るユーロ圏の混乱や

 

金融緩和の期待が高まったことなどから、金利

 

は低下しました。このような市場環境の中、当

 

特 別 勘 定 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 し ま し た 。

現在、「フィデリティ・マネー・プールVA」へ投資

 

を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はありま

 

せんでした。

4月についても、このファンドへの投資を継続す

 

る方針ですが、ファンドの入れ替えなどについ

 

ては適宜検討します。
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グローバル・バランス型特別勘定

 

運用状況（2013年3月末現在）

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2001年5月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況 ポートフォリオの状況

RIC Global Bond Fund (29.1%）

 

：ｐ22下段

主に世界各国の株式および公社債に分散投
資することによって、中長期的な成長を目指し
ます。
基本資産配分は国内外株式50％、国内外公
社債50％とします。
基本的に為替ヘッジは行いません。ただし、
市況動向等を勘案して、為替ヘッジを行うこと
があります。
MSCI WORLDインデックス50％、シティグルー
プ世界国債インデックス50％で加重平均した
複合指数を上回る投資成果を目指します。
運用にあたっては、当社が選定した複数の投
資信託を組み合わせた運用を行います。な
お、運用成果の向上を図るため、特別勘定で
投資する投資信託については、継続的にモニ
タリングを行い、適宜見直しを行っていきま
す。

［組入れ投資信託（投資比率）］

グローバル・ボンド・ファンドVA  （19.3%）：ｐ23上段

現預金・その他

 

（3.3%）

［基本配分］

国内外株式

５０％

国内外公社債

５０％

RIC II World Equity Fund (20.8%）

 

：ｐ21下段

グローバル成長株ファンド

 

（27.5%）

 

：ｐ22上段

（注）「ｐ21下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2013年3月末）

100

2013年3月のグローバル株式市場はMSCI KOKUSAI

 

（現地通貨ベース）で2.34％上昇しました。グローバル

 

債券市場はCitigroup WGBI（現地通貨ベース）で

 

0.74％上昇しました。米国株式市場は、月前半は、経

 

済指標が好調だったことなどを受けて上昇しました。

 

月後半は、財政危機に陥ったキプロスの救済計画に

 

対する懸念が高まったことなどから下落する局面もあ

 

りましたが、経済指標が好調だったことなどから、揉

 

み合いながらも上昇基調で推移しました。欧州株式

 

市場は、月前半は、米国の景況感の改善などから上

 

昇しました。月後半は、キプロス救済策を巡るユーロ

 

圏の混乱などから下落基調で推移しました。米国・欧

 

州債券市場とも、月前半は、米国の経済指標が好調

 

だったことなどを受けて金利は上昇（価格は下落）しま

 

した。月後半は、財政危機に陥ったキプロス救済策を

 

巡るユーロ圏の混乱やイタリア政権樹立が難航したこ

 

となどから金利は低下（価格は上昇）しました。このよ

 

うな市場環境の中、当特別勘定は2.24%上昇しまし

 

た。

現在、「RIC Global Bond Fund」、「RIC II World Equity 
Fund」、「グローバル成長株ファンド」および「グローバ

 

ル・ボンド・ファンドVA」へ投資を行っています。

3月は当勘定における投資信託の売買はありません

 

でした。

4月についても、これらのファンドへの投資を継続する

 

方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ替えについ

 

ては適宜検討します。
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３.各特別勘定で投資している投資信託の運用状況
（投資信託名）ラッセル日本株式ファンド

 

Ｉ－3

 

（運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

国内の証券取引所に上場されている
株式を主要投資対象とし、安定的に
ベンチマーク（TOPIX・配当込）を上回
ることを目標として運用を行います。
複数の運用スタイルと運用会社を採
用することにより、ファンド全体でリス
クをコントロールしながら、超過収益
の獲得を目指します。
グロース型、バリュー型、マーケット・
オリエンテッド型などの運用スタイル
だけでなく、超過収益の源泉や運用
プロセスの分散を図りつつ、超過収
益への貢献度が高い銘柄選択にお
いて、各運用会社の特性を最大に活
かせるようファンドを運用します。
ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル日本株式マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

日本株式型特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所) ラッセル・インベストメント株式会社

組入上位10業種 株式組入上位10銘柄 外部委託運用会社

①比率は国内株式評価額合計に占める割合
②ｷｬｯｼｭ･ｴｸｲﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ(流動資金の株式化)部分

 

等を除きます。
* ISP: Investment Strategy Portfolio

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2013年3月末）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2002年9月30日］

（投資信託名）日本株バリューマルチマネージャーファンド

 

（運用会社）新光投信株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

日本株式型特別勘定

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

ファンドの特色等

(出所)新光投信株式会社

ポートフォリオの状況（2013年3月末現在）

日本の株式の中から割安とされる
銘柄に投資します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢バリュー１号マザーファンド｣お
よび｢バリュー２号マザーファンド｣を
主要投資対象とします。 各マザー
ファンドの投資配分の決定にあたっ
ては、ＨＣアセットマネジメントの助
言を受けます。

株式の運用指図に関する権限につ
いては、バリュー１号マザーファンド
はラザード・ジャパン・アセット・マ
ネージメント株式会社に、バリュー２
号 マ ザ ー フ ァ ン ド は Advisory 
Research,Inc.にそれぞれ委託して
います。

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月20日］

組入上位5業種

※組入上位５業種および組入上位

 

５銘柄の比率は各マザーファン

 

ドの株式組入比率全体を100％

 

とした比率です。

株式組入上位5銘柄

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ組入比率

バリュー１号

マザー

ファンド

バリュー２号

マザー

ファンド

（2013年3月末）
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（投資信託名）アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンド

 

（運用会社）アムンディ・ジャパン株式会社

企業の資産価値や収益力等から算
出される投資価値と比較した株価の
割安度（バリュー）に着目した銘柄選
択を行い、更に株主価値の増大を図
る余力があると思われる銘柄を厳選
し投資します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢アムンディ・ターゲット・ジャパ
ン・マザーファンド｣を主要投資対象と
します。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月18日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

市場別構成比率 組入上位10業種

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

(出所)アムンディ・ジャパン株式会社

日本株式型特別勘定

株式組入上位10銘柄

※構成比はマザーファン

 

ドの対純資産総額に

 

対する比率をいいま

 

す。

（2013年3月末）

（投資信託名）フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3

 

（運用会社）フィデリティ投信株式会社

当ファンドに投資している特別勘定 ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

ファンドの特色等

(出所)フィデリティ投信株式会社

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

わが国の証券取引所に上場（これに
準ずるものを含みます）されている株
式を主要な投資対象とします。

TOPIX（配当込）をベンチマークとし、
ベンチマークを上回る投資成果を目
指します。

個別企業分析により、成長企業を選
定し、利益成長性等と比較して妥当
と思われる株価水準で投資を行いま
す。

個別企業分析にあたっては、ポート
フォリオ・マネージャーによる「ボトム・
アップ・アプローチ」を重視した運用を
行います。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・日本成長株・マ
ザーファンド｣を主要投資対象としま
す。

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2001年11月29日］

市場構成比率
（2013年2月末現在）

※比率はマザーファンドにおける対純資産総額比率をいいます。

株式組入上位10銘柄（2013年2月末現在)

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

日本株式積極運用型特別勘定

組入上位5業種
（2013年2月末現在）

（2013年3月末）
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わが国の証券取引所（これに準ずる
ものを含む）に上場されている株式に
投資を行います。

組入銘柄の選択に当たっては、企業
のファンダメンタルズ分析を重視し、
成長性と株価を相対評価して行いま
す。また、変革を実行できる企業と経
営者、利益成長の源泉が明確な企業
に焦点を当て、企業訪問を重ね丹念
に調査し、徹底した銘柄選択で運用
します。

特定の株価指数（東証株価指数、日
経平均株価など）にとらわれず運用し
ます。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ピクテ・ニッポン・プレミア・グ
ロース・ファンド・マザーファンド｣を主
要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2002年5月30日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)ピクテ投信投資顧問株式会社

市場別上位組入比率 株式組入上位10銘柄組入上位5業種

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（投資信託名）ピクテ・ニッポン・プレミア・グロース・ファンド

 

（運用会社）ピクテ投信投資顧問株式会社

日本株式積極運用型特別勘定

※比率はマザーファンドにおける対純資産総額比率をいいます。

（2013年3月末）

（投資信託名）RIC US Equity Fund

 

（運用会社）Russell Investments Limited.

当ファンドに投資している特別勘定
ファンドの騰落状況

(2013年3月末現在）

ファンドの特色等

(出所)Russell Investments Limited.

ポートフォリオの状況

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：1998年1月2日］

株式組入上位10銘柄（2013年3月末現在）

※騰落状況は米ドル・ベースで計算しており、基準価額の推移も米ドル・ベースで表記しています。

米国株式型特別勘定

米国の大型株を主要投資対象とし、
ベンチマーク（Russell 1000 Index）を
上回ることを目標として運用を行いま
す。

複数の運用スタイルと運用会社を採
用し、分散化を図ることで、ベンチ
マークと同程度のリスクになるようコ
ントロールします。

当ファンドは、アイルランド国籍の米
ドル建投資信託です。

外部委託会社（2013年3月末現在）

（2013年3月末）
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（投資信託名）米国株式インデックスファンドVA

 

（運用会社）日興アセットマネジメント株式会社

Ｓ＆Ｐ500種株価指数（円ベース）に
連動した投資成果を目指します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢米国株式インデックスマザー
ファンド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月21日］

ポートフォリオの状況（2013年3月末現在）

(出所)日興アセットマネジメント株式会社

株式組入上位10銘柄

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

米国株式型特別勘定

※比率は対純資産総額比率を

 

いいます。

（2013年3月末）

（投資信託名）RIC II Pan European Equity Fund

 

（運用会社）Russell Investments Limited.

当ファンドに投資している特別勘定 ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

ファンドの特色等

ポートフォリオの状況

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2000年11月14日］

株式組入上位10銘柄（2013年3月末現在）

※騰落状況はユーロ・ベースで計算しており、基準価額の推移もユーロ・ベースで表記しています。

欧州株式型特別勘定

欧州株式を主要投資対象とし、
ベ ン チ マ ー ク （ MSCI Europe 
Index）を上回ることを目標として
運用を行います。

複数の運用スタイルと運用会社
を採用するとともに、国別配分や
セクター配分、規模別配分はベ
ンチマークから大きく乖離しない
ようにコントロールし、主に銘柄
選択により超過収益の獲得を目
指します。

当ファンドは、アイルランド国籍
のユーロ建投資信託です。

外部委託会社（2013年3月末現在）

(出所)Russell Investments Limited.

（2013年3月末）
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（投資信託名）フィデリティ・欧州株・ファンド

 

（運用会社）フィデリティ投信株式会社

英国および欧州大陸の証券取引所
に上場（これに準ずるものを含みま
す。）されている株式を主要な投資対
象とします。

個別企業分析により、優良企業を選
定し、利益成長性等と比較して妥当
と思われる株価水準で投資を行いま
す。

個別企業分析にあたっては、フィデリ
ティ・グループの欧州および世界主
要金融拠点のアナリストによる企業
調査結果を活かし、現地のポートフォ
リオ・マネージャーによる「ボトム・アッ
プ・アプローチ」を重視した運用を行
います。

MSCIヨーロッパ・インデックス（税引
前配当金込/円ベース）をベンチマー
クとします。

原則として為替ヘッジは行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・欧州株・マザーファ
ンド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：1998年4月1日］

(出所)フィデリティ投信株式会社

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

欧州株式型特別勘定

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

組入上位5カ国
（2013年2月末現在）

※比率はマザーファンドにおける対純資産

 

総額比率をいいます。

株式組入上位10銘柄（2013年2月末現在)組入上位5業種
（2013年2月末現在）

（2013年3月末）

（投資信託名）ラッセル外国株式ファンド

 

Ｉ－4B

 

（運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

日本を除く世界先進各国の市場にお
いて取引されている株式を主要投資
対 象 と し 、 安定的にベンチマーク
（MSCI KOKUSAI・配当込み）を上回
ることを目標として運用を行います。

グロース型、バリュー型、マーケット・
オリエンテッド型などの異なる運用ス
タイルを持つ運用会社を最適な割合
で組み合わせ、超過収益の源泉や運
用プロセスの分散を図りつつ、超過
収益への貢献度が高い銘柄選択に
おいて、各運用会社の特性を最大に
活かせるようファンドを運用します。

原則として為替ヘッジを行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル外国株式マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月18日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)ラッセル・インベストメント株式会社

地域別構成比率 株式組入上位10銘柄 外部委託運用会社

①比率は外国株式評価額合計に占める割合
②ｷｬｯｼｭ･ｴｸｲﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ(流動資金の株式化)部分等

 

を除く。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

世界株式型（為替ヘッジなし）特別勘定

（2013年3月末）
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（投資信託名）年金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジなし）

 

（運用会社）日興アセットマネジメント株式会社

世界の主要国の株式市場の動きを
捉 え る こ と を 目 標 に 、 MSCI-
KOKUSAIインデックス（円ヘッジなし・
円ベース）に連動する投資成果を目
指して運用を行います。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い 、｢海外株式インデックスMSCI-
KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2001年10月17日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)日興アセットマネジメント株式会社

組入上位10カ国 株式組入上位10銘柄

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

世界株式型（為替ヘッジなし）特別勘定

※比率はマザーファンドにおける

 

対純資産総額比率をいいます。

（2013年3月末）

（投資信託名）ラッセル外国株式ファンド

 

Ｉ－4A

 

（運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

日本を除く世界先進各国の市場にお
いて取引されている株式を主要投資
対 象 と し 、 安定的にベンチマーク
（MSCI KOKUSAI・配当込み、円ヘッ
ジ・円ベース）を上回ることを目標とし
て運用を行います。

グロース型、バリュー型、マーケット・
オリエンテッド型などの異なる運用ス
タイルを持つ運用会社を最適な割合
で組み合わせ、超過収益の源泉や運
用プロセスの分散を図りつつ、超過
収益への貢献度が高い銘柄選択に
おいて、各運用会社の特性を最大に
活かせるようファンドを運用します。

原則として為替ヘッジを行います。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル外国株式マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月18日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)ラッセル・インベストメント株式会社

地域別構成比率 株式組入上位10銘柄 外部委託運用会社

①比率は外国株式評価額合計に占める割合
②ｷｬｯｼｭ･ｴｸｲﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ(流動資金の株式化)部分等

 

を除く。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

世界株式型（為替ヘッジあり）特別勘定

（2013年3月末）



-21/27-

ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

（投資信託名）年金積立インデックスファンド海外株式（ヘッジあり）

 

（運用会社）日興アセットマネジメント株式会社

世界の主要国の株式市場の動きを
捉 え る こ と を 目 標 に 、 MSCI-
KOKUSAIインデックス（円ヘッジあり・
円ベース）に連動する投資成果を目
指して運用を行います。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い 、｢海外株式インデックスMSCI-
KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2001年10月17日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)日興アセットマネジメント株式会社

組入上位10カ国 株式組入上位10銘柄

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

世界株式型（為替ヘッジあり）特別勘定

※比率はマザーファンドにおける

 

対純資産総額比率をいいます。

（2013年3月末）

（投資信託名）RIC II World Equity Fund

 

（運用会社）Russell Investments Limited.

当ファンドに投資している特別勘定 ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

ファンドの特色等

ポートフォリオの状況

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2004年6月24日］

株式組入上位10銘柄（2013年3月末現在）

※騰落状況は米ドル・ベースで計算しており、基準価額の推移も米ドル・ベースで表記しています。

グローバル・バランス型特別勘定

世界各国の株式を主要投資対象と
し、ベンチマーク（MSCI World Index）
を上回ることを目標として運用を行い
ます。

複数の運用会社を採用することによ
り、超過収益の源泉の分散を図りま
す。

当ファンドは、アイルランド国籍の米
ドル建投資信託です。

外部委託会社(2013年3月末現在)

(出所)Russell Investments Limited.

地域別構成比率
（2013年3月末現在）

（2013年3月末）
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（投資信託名）グローバル成長株ファンド

 

（運用会社）日興アセットマネジメント株式会社

マクロ分析によりグローバルな視点
から成長力のある業種への重点投
資を行ない、さらに国籍に関係なくそ
の業種内で世界的なリーダーとなる
企業（市場において主導的シェアを
持つブランド展開力、競争上の優位
性、将来を見据えた経営および優れ
た収益成長性等を有する企業）を発
掘することにより、ベンチマークを上
回る投資成果を追求します。

MSCIワールド指数（円ヘッジなし・円
ベース）をベンチマークとします。

運用は「ウェリントン・マネジメント・カ
ンパニー・エルエルピー」に委託しま
す。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢Gグロース/海外株式マザーファ
ンド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2001年10月2日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)日興アセットマネジメント株式会社

組入上位5カ国 株式組入上位10銘柄

※比率はマザーファ

 

ンドにおける対純

 

資産総額比率を

 

いいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

グローバル・バランス型特別勘定

（2013年3月末）

（投資信託名）RIC Global Bond Fund

 

（運用会社）Russell Investments Limited.

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ポートフォリオの状況

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：1994年9月30日］

※騰落状況は米ドル・ベースで計算しており、基準価額の推移も米ドル・ベースで表記しています。

世界債券型特別勘定

グローバル・バランス型特別勘定

世界の公社債を主要投資対象とし、
ベ ン チ マ ー ク （ Barclays Global
Aggregate Bond Index ）を上回ること
を目標として運用を行います。

複数の運用会社を採用することによ
り、金利予測、満期構成、債券種別
選択、国別配分、通貨配分、個別銘
柄選択といった債券運用における超
過収益の源泉や運用プロセスの分散
を図り、リスクをコントロールしながら
超過収益の獲得を目指します。

当ファンドは、アイルランド国籍の米
ドル建投資信託です。

外部委託会社（BM対比）（2013年3月末現在)

(出所)Russell Investments Limited.

セクター別構成比

（BM対比）

（2013年3月末現在）

格付け別構成比（BM対比）

（2013年3月末現在）

（2013年3月末）

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）
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（投資信託名）グローバル・ボンド・ファンドVA

 

（運用会社）アバディーン投信投資顧問株式会社

世界各国の公社債に分散投資しま
す。

シティグループ世界国債インデックス
（円ヘッジなし）をベンチマークとし、
ベンチマークを上回る投資成果を目
指します。

原則として為替ヘッジは行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ＦＳ日本債券マザーファンド｣お
よび｢ＦＳ海外高格付け債マザーファ
ンド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2002年8月1日］

ポートフォリオの状況（2013年3月末現在）

(出所)アバディーン投信投資顧問株式会社

国別構成比率
上位5カ国

債券組入上位10銘柄

※各比率は、各マザーファンドにおける純資産

 

比と当ファンドが保有するマザーファンドの

 

比率から算出しています。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

通貨別構成比率
上位5通貨

世界債券型特別勘定

グローバル・バランス型特別勘定

（2013年3月末）

（投資信託名）ラッセル日本債券ファンドＩ-1

 

（運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2003年11月18日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2013年3月末現在）

(出所)ラッセル・インベストメント株式会社

種別構成比

日本の市場において取引されている
公社債を主要投資対象とし、安定的
にベンチマーク（NOMURA-BPI総合
指数）を上回ることを目標として運用
を行います。

複数の運用会社を採用することによ
り、金利予測、満期構成、債券種別
選択、個別銘柄選択といった債券運
用における超過収益の源泉や運用プ
ロセスの分散を図り、リスクをコント
ロールしながら超過収益の獲得を目
指します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル日本債券マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

外部委託運用会社

※比率および目標配分はマザーファンドにおける対純資産

 

総額比率をいいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

世界債券型特別勘定

（2013年3月末）
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（投資信託名）フィデリティ・マネー・プールVA

 

（運用会社）フィデリティ投信株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2013年3月末現在）

基準価額の推移（2013年3月末現在）

 

［設定日：2002年9月20日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

(出所)フィデリティ投信株式会社

格付別構成比
（2013年2月末現在）

本邦通貨表示の公社債等を主要な
投資対象とし、安定した収益の確保
を図ることを目的として運用を行いま
す。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・マネー・プール・マ
ザーファンド｣を主要投資対象としま
す。

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
（2013年2月末現在）

債券組入上位10銘柄（2013年2月末現在）

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2013年3月末）

金融市場型特別勘定

※比率はマザーファンド

 

における対純資産総

 

額比率をいいます。
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

４．投資している投資信託の運用会社のご紹介

アムンディ・ジャパン株式会社

アムンディ・ジャパン株式会社は、フランス共和国パリに本拠を置くアムンディ・グループの日本拠点で、グループ

 

中核会社であるアムンディの100%子会社です。アムンディは、2009年12月31日に欧州有数の銀行グループであ

 

るクレディ・アグリコル、ソシエテ

 

ジェネラル、グループ双方の資産運用会社を統合して設立されました。日本で

 

は、2010年7月1日付けでクレディ・アグリコル

 

アセットマネジメント株式会社とソシエテ

 

ジェネラル

 

アセット

 

マネジ

 

メント株式会社が合併し、当社が発足しました。

アムンディは、世界の主要な金融市場である欧州（パリ、ロンドン、ミラノ）、アジア（日本、香港、シンガポール）、

 

オーストラリア、米国に拠点を置く、グローバルな運用会社です。またビジネスを展開する拠点において強いプレ

 

ゼンスを有し、お客様と密接で長期的な視野に立った関係の構築を常に心掛けています。

アバディーン・アセット・マネジメント・グループは、英国スコットランドのアバディーンに設立され世界23カ国31カ所

 

に拠点を置き、資産運用に特化したグローバルな独立系資産運用会社です。上場する運用会社としては英国最

 

大級の運用規模を誇っています。1983年の会社設立以降、独立系資産運用会社として主要金融機関の傘下に

 

入ることなく、資産運用に特化した事業を展開し、順調な拡大を遂げています。独自の調査・分析および判断に基

 

づいた運用を基本とし、世界の市場を網羅した効率的で地域に根ざした運用体制を構築しています。チーム運用

 

重視、明確な運用プロセス、フラットな組織のもと、長期的視野に立った運用を行っています。

アバディーン投信投資顧問株式会社

当社は、ともに1961年に創立した新和光投信委託株式会社と太陽投信委託株式会社の合併により誕生した、国

 

内でも有数の歴史を持つ資産運用会社です。2000年4月の合併以来、「魅力ある商品開発」「優れた運用成果」

 

「質の高いサービスの提供」を経営理念とし、資産運用を行う専門家として、投資家のみなさまから信用されるべ

 

く、業務に邁進して参りました。
「資産形成のより良きパートナー」をモットーとして、投資家のみなさまからご満足いただける運用成果を目指す

とともに、信頼されるサービスのご提供に全社一丸となって取り組んでいく所存です。

新光投信株式会社

日興アセットマネジメント株式会社は、1959年の設立以来、半世紀にわたって、わが国をリードする資産運用会社

 

として、投資家のみなさまに多様な金融商品を提供しています。

主に日本株式や債券、不動産投資信託（REIT）に投資する自社運用のファンドに加え、世界の優れた運用会社

 

の多様な運用力を活用して日本の投資家に即した形で商品化する仕組みを確立し、お客さまのニーズに合った

 

幅広い商品をお届けしています。アジア戦略の一環として、豪・NZのティンダル、シンガポールのDBS AMを買収

 

し、アジアを代表する資産運用会社へのさらなる発展を目指しています。

日興アセットマネジメント株式会社
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

ラッセル・インベストメント・グループ

ラッセル・インベストメント

 

グループは、年金、金融機関および個人など様々な投資者の皆様を対象に、グローバ

 

ルに総合的な資産運用ソリューションを提供しています。グローバルに行う運用会社調査をもとに、資産運用、オ

 

ルタナティブ投資、確定拠出年金サービス、資産運用コンサルティング、売買執行管理、株式インデックスの開発

 

など幅広く業務を行っております。当グループの創立は1936年。米国ワシントン州シアトルを本拠地とし、米国の

 

大手生命保険相互会社であるノースウェスタン・ミューチュアル・ライフ・インシュアランス・カンパニーの子会社で

 

す。

委託会社であるフィデリティ投信株式会社は、FILリミテッドの実質的な子会社です。FILリミテッドは、資産運用業

 

界におけるグローバル・リーダーとして、英国、欧州、中近東およびアジア太平洋地域を含む世界20以上の国や

 

地域で、個人投資家や機関投資家に向け、幅広い資産運用サービスを提供しています。

フィデリティ投信株式会社
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ご注意

『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２７ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
■将来の投資成果を保証するものではありません。

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

この資料は、特別勘定の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

【お問い合わせ先】【引受保険会社】

アクサ生命保険株式会社

〒108-8020

 

東京都港区白金1-17-3

TEL 0120-933-399

アクサ生命ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

 

http://www.axa.co.jp/life/
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